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                                  東野高等学校 校長 北村 陽子 

「見通す力」について 
 

謹啓 

 春色のなごやかな季節、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。保護者の皆様におかれましてはます

ますのご清栄のこととお慶び申し上げます。2021 年度修了式では放送にて下記のようなお話をさせていただきまし

た。 

 

1・2 年生の皆さん進級おめでとう。 

2021 年度も、コロナウイルス感染症の対応におわれた 1年であり、ウィズコロナとしての生活を模索した 1年で

あったともいえるでしょう。この 1年間は『誰ひとり取り残さない学校を目指し東野 SDGs について』『伝えなけれ

ば繫がらない』『見極め感謝することについて』『指折り数えることについて』ということを話してきました。それら

の話を通してこの先をどう見通すかで、その後の言動は変化してくるものと思われます。 

 では最初に、卒業生についてお話ししておきます。卒業証書授与式は、今年度も卒業生と教職員だけで時間を短縮

して挙行いたしましたが、まことに立派な式でした。今後も東野高等学校で培ったものを土台として生き抜いてくれ

ることと思います。そのことは、式を通して見通せたように感じました。進路実績についても、画期的な結果を残し

ました。例年通り日東駒専の合格は 100 を超え、GMARCH合格は二桁になりました。これは、自分の将来を見通し

努力することで結果が得られたのでしょう。 

 そこで「見通す力」について考えてみました。予測不可能な時代と言われる中で、見通すなどとはおこがましいか

もしれませんが、ある程度のプラス思考で考えたならば、この「見通す力」が威力を発揮するようです。いつになっ

たらコロナウイルス感染症は収束するのだろうか、それは今現在では誰にもわかりはしませんが、歴史の中の出来事

から推測すると、このような感染症が収束するには 3年ほどの時間は必要としたようです。だとして、あと 10 か月

ほどでの収束を見通すと、日々の送り方には少しかもしれませんが余裕が生まれるようです。まだかまだかと思って

いるよりも、その時は限りなく先ではなくやってくるはずだろうと考えることが有効的となるからです。 

 さて、君たちの進級はとっくに見通せていました。なぜならば、君たちが努力をしていることを知っているからで

す。ただ、進級に向けて不安になった人もいたでしょう。そんなときは、例えばこの教科を克服するにはどうしたら

よいか、ある程度見通すことによって、視界は開けるものです。今後も、そう先ではなくやってくる各自の進路希望

先決定が不安になったときは、心に余裕をもって見通す力を発揮しましょう。もちろん、近くにいる教員の見通す力

も信じてください。これは、確かな力です。 

 さあ、新 2年生も新 3年生もどうなっていくか、見通してみましょう。そこにどんな自分がいたとしても、「知識

は第一の宝」で、謙虚さは教養の中から育まれ「品行は最高の美」であり、「忍耐は無上の力」だと。耐えた後を見

通してみてはいかがでしょうか。 
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 最後になりましたが、校内の全般にわたって管理指導されてきた森教頭がこの 3 月で退任されます。心よりの感

謝を申し上げます。 

 

保護者の皆様、いつも本校の教育活動にご理解ご協力を賜り、感謝申し上げます。 

私事で恐縮ですが、この 3 月で 12 年間勤務した東野高校を定年退職することになりました。皆様とは主に PTA

活動でご一緒させていただきました。ここ 1・2年は新型コロナウイルス感染予防のため、皆様の委員会活動も制限

される中ではありましたが、生徒の部活動や行事で多大なご支援をいただきました。全国大会出場のダンス部や陸上

部の遠征費補助や生徒会だけではなかなか購入できないもの、その他、東野ウォークや体育祭の飲料提供など、本当

にありがとうございました。生徒も教職員も心から感謝しております。 

 最後に、保護者の皆様のご健勝とお子様方のご成長を祈念し、今後とも東野高校に叱咤激励をいただくことをお願

い申し上げて、退任のご挨拶とさせていただきます。  

教頭 森 俊朗 

 

誰ひとり取り残さない学校を目指し、2022 年度の準備に入っております。何か心配なこと等ございましたら、遠

慮せず学校にご連絡いただければと思います。 

謹白 

 

【学校評価アンケート】 

学校評価アンケート実施にご協力いただきありがとうございます。今回は、昨年度の結果と比較し全体結果を掲載

させていただきました。この結果を真摯に受け止め、改善すべき点は早急に取り組むことといたします。コメントを

いただいたことに関しては、すぐに取り組み、すでに改善していることもあります。また、2P マイナス方向に進ん

だ項目を分析すると、教員格差・担任格差があり、そのことをそれぞれの教員が真摯に受け止め、研修・指導を通し

て改善していきますのでご理解ください。今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


